
［事案 17-23］ 災害保険金請求 

・平成 17 年 12 月 20 日 裁定申立受理 

・平成 18 年 9 月 22 日 和解成立 

＜事案の概要＞ 

被保険者の死亡原因は、不慮の事故（転倒）による脳挫傷であるとし、災害割増特

約と傷害特約に基づく災害保険金の支払いを求め、裁定の申立てがあったものだが、生

命保険協会が業務委託した機関を通じて得られた専門医の見解を踏まえ、保険会社が和

解に応じたもの。 

＜申立人の主張＞ 
被保険者（申立人の従業員）は転倒事故により脳挫傷、急性硬膜下血腫、外因性く

も膜下出血により意識不明に陥り、以後意識回復することなく死亡したものであり、被

保険者の死亡は不慮の事故による外因死であるので、災害保険金の支払いを求める。 

死亡診断書の死因は肺炎とされているが、自宅近くの路上で意識不明の状態で倒れて

いたところを発見、総合病院脳神経外科に搬送されたもので、同病院の入院治療計画書

には病名「頭部外傷による脳挫傷、外傷性くも膜下出血」と記載され、その死亡の直接

の原因は頭部外傷による脳挫傷である。 

以上のように、被保険者の死亡原因は災害割増特約、傷害特約の災害保険金の支払

事由（急激かつ偶発的な外来の事故）、具体的には当該特約約款に定める不慮の事故の

うち「スリップ、つまずきあるいはよろめきによる同一面上での転倒」に該当するもの

である。 

また、会社は約款付則記載の「疾病または体質的な要因を有するものが軽微な外因

により発症しまたは増悪したときは、その軽微な外因は急激かつ偶発的な外来の事故と

みなさない」に該当し支払対象外と主張するが、事故により心臓病が増悪したものであ

ったと仮定しても、その原因となる不慮の事故は軽微なものではないことから、両特約

に基づく災害保険金を支払うことを要求する。 

＜相手方会社の主張＞ 

被保険者は確かに転倒事故を原因として脳挫傷、慢性硬膜下血腫、くも膜下出血で

の入院を開始しているが、関係機関への事実確認の際、被保険者は既往症として重度の

呼吸器疾患・内臓疾患を患っており、主治医も「全身状態が悪いところに転倒により「脳

挫傷」を発症、内科疾患にさらに悪影響を及ぼし死に至ったので病死とした」と述べて

いる。 

したがって、被保険者の死亡原因は申立人が言う脳挫傷を直接の原因とする肺炎で

はなく、肝硬変、心不全、腎不全、肺性心等元々ある重篤な内的疾患により、肺炎を併

発しやすい状態にあった被保険者が結果的に肺炎で死亡したと判断するのが妥当であ

り、不慮の事故による傷害を直接の原因とする死亡（災害保険金の支払要件）とは認め

がたい。 



また、転倒事故自体も被保険者の身体的疾患の多大なる影響を原因としている可能

性も十分窺えるものであり、災害割増特約、傷害特約の災害保険金の支払いには応ずる

ことができない。 

＜裁定の概要＞ 

裁定審査会では双方から提出された書面を踏まえ、保険会社からの事情聴取を行い、

併せて、生命保険協会が業務委託した機関を通じて得られた専門医の医的見解を保険会

社に示しつつ審理を進めていたところ、相手方会社より「本件は内因および外因の双方

とも少なからず死の転帰に影響を与えており、当社が依頼した外部専門家も不慮の事故

死か否かの判断が非常に難しい事例であるとしていることから、不慮の事故による傷害

を直接の原因とする死亡（災害保険金の支払要件）とは認めがたい、との見解には固執

しない」旨の意向が示された。 

これを踏まえ裁定審査会は、当事者双方に和解案を斡旋し、双方の合意を得たので、

和解契約書の調印をもって円満に解決した。 

 


